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高輪ゲートウェイ駅周辺の《品川開発》事業は壮大な再開発の一環 !!
田町・品川、羽田、リニア新幹線まで含むベルトライン的大開発の要

　　　     ～高輪ゲートウェイは世界の大木戸に !? ～

　左側の塀の向こうで展開する建設現場の背後、さら
に田町駅寄りのエリアは、地上 45F 地下 3F の超高層
ビルが建設される 1 街区（敷地面積 12,700 ㎡）になっ
ています。
　写真 2 はその 2 街区の塀に掲示されている、品川開
発とセットの地下鉄泉岳寺駅の改良工事のお知らせ。
地下鉄泉岳寺駅も品川開発で建設される各街区の「最
寄り駅」の一つに昇格することになります。
　写真 3 は高輪ゲートウェイ駅前の現況。左側の長い
塀の内側では 3 街区（地上 31F 地下 5F の多目的ビル
が建設される予定、敷地面積約13,000㎡）の建設工事が、
まだ基礎の段階ですが進行中です。
　写真 4 は写真 1 の道路を進んだ突き当り左にある 2
街区の現場入口の様子です。入口にたたずむ作業員さ
んたちの様子も、建設工事の本格化を前に、まだなん
となく、ノンビリした風情にみえます。
　写真 5 は高輪ゲートウェイ駅より少し品川駅寄りの
4 街区（地上 30F 地下 3F、ホテルやコンベンション施
設などが入る予定の高層ビル、敷地面積約 38,300 ㎡）
の現場内部の様子です。
　写真 6 は高輪ゲートウェイ駅横の柵の間から遠望す
る品川駅前（東口側）の高層ビル街です。
　そして写真 7～ 9 までは、品川駅西口側をスナップ
したものなのですが、JR が主体となって進められてい
る高輪ゲートウェイ駅前・1～ 4 街区の《品川開発》

☆品川駅周辺が「世界に飛躍する日」は間近い !?
　本紙では昨年 3 月の高輪ゲートウェイ駅部分開業よ
り半年前、一昨年の秋から周辺エリアの開発計画の進
行ぶりを本欄「まんすりーリポート」や「プチ特集」
欄などを使い随時お届けしてきました。
　直近では 4 月最終週 3191 号の「プチ特集」欄で最新
の状況をリポートしましたが、今月の本欄「まんすりー
リポート」はその続編です。それではまず、写真に即
して説明していきましょう。
　写真 1 は第 1 期開発計画（1 街区～ 4 街区、2025 年
に街びらきの予定）のうち、高輪ゲートウェイ駅より
少し田町駅寄りに位置する第 2 街区（敷地面積約 8,000
㎡、地上 6F地下 4Fの文化交流施設が建設される予定）
の現場入口に向かう道路。

とは別に、このあたりでは現在、京浜急行グループを
主体とするもう一つの《品川開発》が進められようと
しています。
　京浜急行グループは品川駅（主に西口側）の周辺に
計約 60,000 ㎡の社有地を所有し、ホテルやオフィスビ
ルなどを多数展開しています。
　品川駅は京浜急行の起点となる駅であり、大正・昭
和に京急が大開発した三浦半島への入口でもありま
す。同時に近年は、羽田空港に直通する京急羽田線の
起点としても大いに機能しています。
　京急グループにとって品川駅とその周辺は、まさに
本拠地と呼ぶにふさわしい場所で、一種の城下町を形
成してきた訳ですが、所有するビルのうちかなりの物
件が老朽化しつつあります。写真7はそのうちのオフィ
スビルの建て替え工事の模様です。
　しかし、なんといっても注目されるのは写真 8 の旧
品川パシフィックホテル（名称を何度か変え、シティ
ホテルからビジネスホテルに業態を転換した後、今年
3月末で閉館）の約 25,000 ㎡の跡地利用でしょう。
　品川駅前は今、2027 年開業のリニア中央新幹線の話
題もあり、すでに開催されるのか否か分からない東京
五輪を超越し、ポスト東京五輪に向けて動き出してい

る感があります。従来の新幹線停車駅としての地位に、
今度は起点となるリニア中央新幹線の存在が加わるこ
とで、高輪ゲートウェイ駅の駅名が示す「世界からみ
た東京のゲートウェイ」としてのバリューがさらに付
加されることになるので、それも当然でしょう。
　そしてその核の一つになるのが写真 8 の旧ホテルパ
シフィック（現・品川グース）跡で計画されている、
京急＆トヨタ自動車の連携による新たな街づくり。オ
フィスやホテルの入る複合ビルの建設が予定されてい
ますが、街びらきはリニア中央新幹線の開業より後。
本紙では今後もその推移を追っていくつもりです。

写真2／今はほとんど人通りもないが……

写真1／新たな街がここから生まれていく
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